
 

折に触れ 四字熟語 

 

NO.87 〚黒風白雨〛 こくふう はくう 
 

＜ 意味 ＞ 暴風とにわか雨。暴風雨。 

＜ 出典 ＞ 蘇軾
そしょく

 「望湖樓
ぼうころう

醉書
すいしょ

」五絶之一（望
ぼう

湖楼
こ ろ う

の酔
すい

書
しょ

 五絶
ご ぜ つ

の一
いち

） 

黑雲翻墨未遮山  黒雲 墨を 翻
ひるがへ

して 未だ山を遮
さへぎ

らず  

白雨跳珠亂入船  白雨 珠
たま

を跳
をど

らせて 乱れて船に入
い

る 

卷地風來忽吹散  地を巻くの 風来
きた

って 忽
たちま

ち吹き散
さん

ず 

望湖樓下水如天  望
ぼう

湖楼下
こ ろ う か

 水 天の如
ごと

し   

通  釈  ： あたかも墨をこぼしたかのような黒雲が天の一角に現れたが、まだ前方の山をおおい隠さな

いうちに 

早くも大粒の夕立が、白玉を踊らせるように、ばらばらっと船板にたたきつけ、船中にまで

飛び込む 

とみるまに、大地の土を巻きあげるような強風がさっと吹いて来て、満天の雨雲を吹き散ら

してしまう 

あとは、うそのように晴れ上がって、雨後の望湖楼下の水は、一点の雲もない天を映して澄

みわたっている 

語  釈  ： 「黒風」はちりやほこりを巻き上げる強い風。暴風。「白雨」はにわか雨のこと。 

一  言 ： 風雨シリーズ その１ 

非常に強い台風２１号が、主に関西地方に大きな被害を与えて行きました。今年は台風の襲

来が多いようです。 
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